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10月 19日（火）の昼下がり、大野原小中学校前の「大野原っこファーム」にて、低学年の子供達と校長・教頭先

生、他先生方と、指導員さん（実は太田・前校長先生）で芋掘りをしました。「私は『掘れ～！』としか言いません

よ」というザックリした指導員さんのもと、子供達が手でお芋の周りの土を丁寧に除けて行くとアラまあ！色鮮やか

な「紅あづま」や「紅はるか」がまさに芋づる式に顔を出すではありませんか！「昨年は雨で畝が崩れ、平らになっ

てしまった硬い土を掘り起こすのに苦労しました。畝は高く！学習して今年は大成功です」という神﨑校長先生。次

はお芋の火の番をされるそうです。美味しく焼けるのが楽しみですね。 
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 秋冷の候、今年の長い残暑にはホトホト参りましたが 16日には気温が突然下がり、以降ようやく秋めいて

まいりました。皆様、夏の疲れは出ていませんでしょうか？                               

 大雨での災害に苦しめられたものの、9月後半にはあちこちで稲刈りも進み、10月 3日の朝市には採れ

たての新米が売り場を賑わせてくれました。栗や柿も豊作で、皆さんの表情に明るさが戻ったようで本当に

ホッとしました。そして休む間もなく次は畑を耕し春野菜の種蒔きをされているとのこと、心強い限りで

す。困難を乗り越えて収穫されたレンゲ米を頂けばツヤツヤでモチモチ！差し入れの佃煮でもう箸が止まり

ません。何たる幸せ、五穀豊穣と地元の皆様の元気に心から感謝し清々しい秋を満喫してまいりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和３年 10月 21日発行 
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たった 2つの班が毎月交代で国道の駐車スペース中心に清

掃をされています。頭が下がるとともに心が痛みます。 

洗面器や、食べかけのおでんが発砲どんぶりのまま回収されてい

る・・・これってどうなのよ？！と目を疑いました。。 

何しろ、こうして頑張って頂いている方々がいることは知らなけれ

ばいけませんね。感謝いたします。 
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↑稲刈りあと ほっとひといき 右はコスモスと茶畑 （10月上旬・下不動区） 

轟の滝公園入

口付近（4月

下旬・湯野田

区国道 34号

線沿い）→  

↑れんげを鋤き込ん

だ田んぼから採れた

ぴちぴちの新米（10

月上旬） 

不動地区・米農家さんの れんげの話し合い（10月 

中旬）種蒔きは 11月です  ご苦労様です レンゲ草開花（4月下旬・不動地区）  れんげを鋤き込む分、労力も増し

ますが美化のため農家の皆様が快く動いてくださっています 

田植え（5月末） 新緑（7月） 水害や台風にまけず実りの秋（9月） 鋤き込み直前（5月・俵坂区） 

4月中旬の 34号線沿い・不動地区・湯野田区や

チャオシル周辺に咲きます。見に来てね！ 

区でがんばっています  のコーナー 

不動山俵坂区は国道３

４号線上の長崎県境に

位置する区です。それ

ゆえ交通量も多いので

すが、マナーのなってい

ない方々の残して行くゴ

ミが絶えません。 

文責：谷山佳世 轟・大野原コミュニティ☎&fax 43-3256 裏面に体操の再ご案内があります ご参加をよろしくお願いいたします  

ローマ教皇へのうれしの茶献茶式 

Ｒ3.10.19（火）上不動区・大茶樹 

今年も市長、お茶生産に携わる

方や不動地区区長さんが集い、

嬉野茶三種と吉田焼茶器がバ

チカン市国へ贈られました。遙か

な国の皆様と恵みと祝福を分け

合えますように。 


